
持
法

う
；、ク
ム
梅
雨
JU

あ什ノ、
夏
本
番
を
L
か、λ
ょ
う
ど
－
5

17官

自
叙
玖

イヂ州
連
八
法

主ナb．
九
月、
初
旬
に
招
集
さ
u削
る
瓜
両
国
会
に

品
提
虫
コ
収

集
中
審

議
を
お
之
な
い
成
立
ぷ
九ノ
ノ称抑
制一
に
あ
り
ま
す．

決フ
1
1
回
弟
のい、

フトラフに、
タやノゲ
乏
巻J
K
J勝
フ7k
J

W豹
氏

ゃん

を
阻LL
F
つるし
どい、ク
状
況

54り
i
z。

ま
｛「く
ヤ
国
第
の
畑、
お
は
、
企
図
犬
会
KJ
忠
芝
れ
がい
よ
う
に
、
主
流、
欣

と
反・
北市
主
派
泳
ど
め
対
主
。

場
伎
を

追
い
もh
は
チ
の
0
8
ヤ
泳
川内

の
ポ
ス
た
ち
句
却
も
変
、
り
ぬ

裏
取
り
引
き
と
わK
ま
（
あ
い
に

終
始

L
2
1
k
o

球－
J均
の
狙
ム匂d
凶文
句
雇
用
不
、冬
山γ
、
大
人々
へ
の1
期
筒
K

柄、り
答
え
3
：

なく
、
品問
凶
延
長
ー
で
同
令
l
弘
前／
ぐ
170

こ
ん
な
回
以力
q
狙
ゑ
K

未
来
は

あっ
2

yfド也

事・
匂入、

今

企
図

で
国
労
脱
退、／動ω弟
加入の
す山附か
れ？τぃ
11句
ゑ
連
tヒ

サ之、

リ新李
主
体め
未
来
を
切っ
Mj、
活’仇
dえ
動今、
約
件ー
を

は
か
ミ
弘
め
に

最
後
の
決

断
乙F向。

ム劇
活刃
φ

筒
っ
て
匂

・1々11



メンツとタラ：：.. －マ ニ乙－ �ま弓デ;h ! 

γ－メミご月旦ア三軍是認嘉_J ＝主主�二名をこ若ぎに：：＞ erくラL シ〆？！

l 労働組合ではない証拠が「労使共同宣言」であった。 まともな組合は絶対に

｜ 「共同宣言Jに調印しではならない。
箆労が「鉄労以下Jと言う、「資本の案内にくだったJと言う勤労と同じ立場

lに立つべきではない。 いまさら「宣言Jを認印することは、 まさに「勤労以下J I
！ とな る こ と だ。 、

！ 大胆な妥協によって「組織と麗用を守るJことは、 輝ける冨労の破産会意味
す る。 総 評の中 軸 ・ 大宮労は総評 大会での多 数派形 成 に 成 功 し た 。 「分割 ・

民営j反対の基本線を堅持するこ とこそ、 3 5 0 0万の署名にこたえる道で ！ 
はなかったのか？ 今さ ら 「組織と 雇用を守 る た めJに 大胆 な妥協をする と い j
うのは疑いもなく総評や協会派、 白共の期待を裏切ることを意味する。

． 

大国労はそのような恥知らずの遂をとるべきではない。
国労の幹部たちの歩み続けてきたよ草は「幹部の地位と雇用そ守忍九めω涯J

でしかなかゥた。 だからこそ、 彼らはかめ偉大なメンツもかなぐり捨てて、 I 
おのれの池低保会のために当局や政治家iこペコペコ頭を下げ、 あのいまわし
しイ反労働者的Jな「労使共同宣言」を認印するために狂奔しているのである。 i 
「大胆な妥協J はカのある者、 理性の あ る 者にしではじめて行ないう忍£ので l

l ある。妥協と ベチンは摺容れないのである。 • I 

) .::::: y： 険者のぺ手ツほもう見飽きてい 忍 c } I プJが本れば叉協もできょう向付制 .／仁川け…か ぶ 仲分の 組織さえま と めき i
lれないのではな川、f ！ 

全国大会とは名ばかりの、 派閥の取り引きと0 3 ・ ボスどもの駆け引きの
爆が盟労の大会ではなかったのかc 大会代議員の討論など、 ボスの駆け引き

iの伴奏程度の代物でしかない
「大胆な妥協Jとは、共陪量調印への物乞い運動の陥である。 いま聞こ i

えるのは悲鳴のみ。 哀願のうめきのみ！ ｜ 
盟労組合員 の利益は、 国労幹部とその下での組織によっては絶対に守るこ l

とはできない。
I いま気付いても遠くはなし、 いま実行にさ多れば留に合う。

勇 気 と 芝性ある霞労総 会 員 をわれわれは歓迎する。

1 9 8 6年7月2 6 8 

題鉄動力牽労働組合
義行委員長 松 i奇 明



動

労
に

加

入
し
、

雇

用
を

守
ろ
う
！

」

国
労
第
四
九
回
全
国
大
会
の
行
方
を
「
見
極
め
」

、

そ
の
「
去
就
を
決
意
し
よ
う
」

と
し
て
い
る
国
労

組
合
員
の
皆
さ
ん
！

こ
の
大
会
記
寄
せ
た
皆
さ
ん
の
「

熱
い

期
待
」

は
、

も
の
の

見
事
に

裏
切
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。

山
崎
委

員
長
の
「
決
断
す
る
時
は
大
胆
に
行
い
た
い
」

と
い
う
提
案
で
混
乱
を
続
け
た
大
会
は
、

主
涜
派

、

非
・

反
主
流
派
と
の
ゴ
マ
カ
シ
の
妥
協
の
う
え
に

終
了
し
た
。

こ
の
国
労
大
会
に
は
序
章
が
あ
っ

た
。

総
評
大
会
で
あ
る
。

「
が
け
っ

ぷ
ち
に
立
っ

た
」

「
国
労
に
ぜ

ひ
力
を
か
し
て
」

と
哀
願
し
、

「
国
労
救
済
の
大
合
唱
」

を
演
出
し
た
の
で
あ
っ

た
。

こ
の
「
国
労
救
済

の
大
合
唱
」

は
、

国
労
が
「
大
胆
な
決
断
」

を
決
定
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ

た
。

そ
の
意
味
で
、

こ
の

「
妥
協
」

は
せ
っ

か
く
「
演
出
」

し
た
総
評
大
会
で
の
「
国
労
救
済
の
大
合
唱
」

を
も
無
に
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

「
壮
大
な
ゼ
ロ
」

と
化
し
た
国
労
大
会

、

こ
れ
が
多
く
の
時
聞
を
費
や
し
て
繰
り
広
げ
ら

れ
た
組
合
員
不
在
の
「
不
毛
な
論
争
」

の

結
論
で
あ
る
。

ι， 

の
「
妥
協
」

に
よ
っ

て
今
後
の

国
労
丸
の
運
命
は
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、

決
し
て
港
に
よ辿
り
着t
〈

こ
と
の
な
い
「
最
後
の
航
海
」

で
あ
る
。

こ
の
国
労
丸
の
「
回
厩
後
の
航
梅
」

で
予
謝
さ
れ
る
と
と
は
何
か

。

妥
協
と
い
う
産
物
の
う
え
に
、

沈
没
寸
前
の
国
労
丸
に
一

緒
広

乗
り
込
ん
だ
主
涜
派

、

非
・

反
主
涜
派
の

「
仲
間
た
ち
」

が
、

自
分
勝
手
に
そ
の
進
路
を
決
め
よ
う
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
争
い
の
な

か
で

、

図
労
丸
の

枕
没
は
さ
ら
に
加
速
す
る
。

国
労
丸
は
、

あ
て
の
な
い

航
海
に

旅
立
と
う
と
し
て
い
る
。

い
ま
こ
の
国
労
丸
に
乗
船
す
る
こ
と
は
、

再
び
港
に
辿
り
着
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
実
を
し
っ

か
り
と
み
つ

め
、

理
性
的
に
、

そ

し
て
勇
気
と
自
信
を
も
っ

て
、

い
ま
、

こ
の
国
労
丸
か
ら
下
船
す
べ

き
で
あ
る
。

わ
が
動
労
は
、

組
合
員

の

コ
雇
用
は
絶
対
に

守
る
」

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

真
面
目
な
国
労
組
合
員
の
皆
さ
ん
！

残
さ
れ
た
時
間
は
、

あ
と
わ
ず
か
で
あ
る
。

だ
が

、

い
ま
な
ら
ま
だ
間
に

合
う
。

「
活
性
化
し
た
鉄
道

事
業
体
」

を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

自
分
と
愛
す
る
家
践
の
そ
の
輝
か
し
い
未
来
を
切
り
開

い
て
い
こ
う
。

わ
が
勤
労
と
共
に
！

一

九
八
六
年
七
月
二
六
日

国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部



組合員連絡用カード（地方本部控）

ふりがな 生年月日

氏名 年 月 日

オ）

現住所 郵便番号

電話

方呼出）

所 属 地本 支部 職 名

家族現住所

家族氏 名 本人との続柄 年令 故寄交
線 駅・徒歩 分通機関

父
最ー寄の駅までの道）I民 ・ 目標を図示

母

続柄（本人）

兄弟 人

電話

希 望 職 種

健 康 状 態

過去の病気

特 殊 技 能

趣 I!未

運 動 競 技

出身学校名

国鉄内の知人
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国

鉄

労

働

組
A句
口

脱

退

届

国

鉄

労

働

組

合

東

京

地

方

本

部

執

行

委

員

長

殿

私

は
、

国

鉄

動

力

車

労

働

組

合

加

入
の

た
め
、

国

鉄

労

働

組

合
を

脱
退

し

ま

す
。

年

月

日
所

属

職

名

氏

名

⑩ 



yi
タイプライターテキスト
1986年7月26日、国鉄職員官舎に於いて、封筒に入れて配布されたもの。
B5、B4判
国鉄動力車労働組合による国労脱退、動労加入勧誘ビラ。
国労脱退届け、動労加入届付き。
1986年7月26日は、7/22～7/25の国労49回大会（千葉）の翌日である。
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